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要  旨 
 
プラズマディスプレイパネル(PDP)の駆動では、まずリセット放電を起
こしてパネル内放電セルの壁電荷を均一化し、続いてアドレス放電で表示
のオン・オフを選択して表示放電を起こす。最近、高効率化を目指しパネ
ル内Xe分圧を高める研究が行われている。その反面、Xe分圧を増すほど駆
動電圧が高くなる短所があり、低電圧化が求められている。 
PDPにおけるデータドライバ数は多く、したがってアドレス電圧(走査電
圧+データ電圧の和)の低減はコスト低減につながる。  
リセット放電時に蓄積した壁電荷をアドレス放電時に有効に利用でき
れば、低電圧化が可能になる。そこで本研究ではXe3.5% 、10% 、20% 、
30% 、50%のパネルを用いて壁電荷蓄積量と壁電荷蓄積用パルスの電圧値
およびパルス幅の関係を調べた。また実際の駆動においてアドレス電圧の
低減を確認した。  
壁電荷蓄積量は壁電荷蓄積用パルス電圧およびパルス幅に依存する。  
蓄積用パルス電圧が放電開始電圧よりも十分に低いとき、蓄積した壁電
荷が誘起する壁電圧と蓄積用パルス電圧は等しくなる。  
しかし、放電開始電圧に近づくにつれて壁電荷蓄積用パルス終了直後に
微弱放電が発生し、蓄積した壁電荷が消費されるため壁電圧は蓄積用パル
ス電圧よりも低くなる。蓄積用パルス幅が短いほどプライミング効果によ
り、より低い蓄積用パルス電圧で微弱放電が発生する。   
蓄積用パルス電圧を放電開始電圧より高くすると、壁電荷蓄積用パルス
終了直後の放電が強まる。放電開始電圧より30V程度高くなると、放電セ
ル内の壁電荷が完全に消去される自己消去放電が発生する。  
蓄積用パルス電圧が放電開始電圧に近づくと、壁電荷蓄積用パルス終了
直後に微弱放電が発生するが、壁電圧は最大になる。蓄積した壁電荷と走
査電圧パルス、データ電圧パルスで駆動が可能となる。  
例えばXe20%パネルの場合、蓄積用パルス電圧340V、蓄積用パルス幅
10sとしたとき、アドレス電圧150V(走査電圧80V、データ電圧70V)で安定
動作した。  
 
 
